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創刊号発刊に際して

理螂長佐々木専三郎

UflfIl５，年９月,ラテン・アメリカ欧儒学会がｉｌ文され☆だイ牟会は,わが

lMにおけるラテン・アメリカ地域についての社会科学IMjlW兇いわゆるエリア
ワー､●

・スタディ）の促進を目的とするも【Dである。
■10.凸｡

,エリア・ユタデイ.とＩ､うi(｣:会科学の部門は，ある特定の地域全体を対漂
･'甲-.

としてDiiX治学，維荷学０歴史学，法fIR牛，社会学詮どの分野においてすでに
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ｉＷﾋﾞしたIiW究成ｊｌＬをn11捉として，綜合Ⅱｳに研究･l-ることを【l的と.「る１，ので必
ﾛ゛口b'■-

る。それ(･Ｉヒオニi)&liL罪大１１境`+'妙.ら１１k後にｺﾞﾛけてlIIjULた，；l;公＃1字におけるｉｊｉ

ｍ..､.iﾀＬ４，.`..･

しい分ｌｉｌｊてdらって０脱在〈LljX途_'二の（’のである。したかって，それの方法諭，

ナ詮わら選鐵対象左らびに研究方法にUiIしては，い没だ－雄的企リI確住を欠い

ている｡

｡◇;、’◇

ラテン・アメリカ識1ijlとわがIb1とはｉとくに1M海において密接と:維済的iHi係

があるにくりかかわらず,この地域を対象とする社会科学的hjf究1-tあ雀．D進んで

いないというのが爽胱である。従来，各地の大字，研究所で研究者は,そ’1宅

沁｡へり門的立堪からju1立的，分散的に研究を続けていた｡これらの研究渚の研

究IjlfllLならびに澁料を交流させて，相互の研究を促進しあってゆくことが,ま

ず本学会の汁-次的目標である。さらにエリア･スタディは,さきに述べたと

お'ｂ､，illj社会科学の諸部門の研究成来のtib合的活用をはかる１１)のであるから、

そのために1t各部''１の研究者の１２１に研究上の緊密な協力IjL1係を作り出すことが

絶対に必嬰左のである。その上うな過程のなかで，エリア・スタディの遮織対

象，方法など＆けく汁にqJI確とたり，それの目的によりよく接近することができ

－２－



るのだと考えている｡本字会はこのよ.，左路線に沿って努力を綾けてゆきたい

と思う。なお，他の研究f;､域と比較していちじるしく少ない研究群の轟成《)，

･木学会はそめ弓つの目的にしている｡
’

。◇◇

、Ⅱ血以来、敵回にわたって研究報告会を開いてきた｡今回，会雛オ１号を発

刊するに当たって,過去のｌｒ采を街みるととＩ》に，－－日１，｣iL〈所jWのIiI的か遠

成できるよう騨会に育てあげたいと忠，。そうして，わが国のエリア.ニタ

ディの，さらにz(〈社会科学一般のＩＤＩ兜に対して，本字会かぃささ力.で＄貢献
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■ できる左らば幸些である。
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